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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

中間連結会計期間
第17期

中間連結会計期間
第16期

会計期間
自　2023年10月１日
至　2024年３月31日

自　2024年10月１日
至　2025年３月31日

自　2023年10月１日
至　2024年９月30日

売上高 （百万円） 12,702 14,043 25,975

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 805 2,025 △947

親会社株主に帰属する中間純利

益又は親会社株主に帰属する当

期純損失（△）

（百万円） 177 177 △1,866

中間包括利益又は包括利益 （百万円） 22 77 △2,144

純資産額 （百万円） 73,554 68,940 71,387

総資産額 （百万円） 80,937 75,919 79,805

１株当たり中間純利益又は１株

当たり当期純損失（△）
（円） 1.38 1.39 △14.55

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 90.9 90.8 89.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 1,544 2,021 237

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △2,646 △1,450 △8,087

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △562 △2,896 △896

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（百万円） 56,845 47,265 49,454

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記載

しておりません。

　　　２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の分析

①経営成績

　当社グループは、「“Entertainment in Real Life” エンターテインメントで日常をより楽しく、より素晴

らしく」をMissionとし、エンターテインメントを通じ、人々の何気ない日常をより豊かにすることを目指して

おります。当中間連結会計期間において、エンターテインメント事業では、ユーザーとのエンゲージメントを高

めることを意識した既存タイトルの運用及び新規タイトルの開発に注力してまいりました。投資育成事業では、

主に国内外のIT関連・エンターテインメント企業等を対象とした投資及び売却に注力してまいりました。

　以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は14,043百万円（前年同期比10.6%増）、営業利益は1,413百万円

（同301.1%増）、経常利益は2,025百万円（同151.4%増）、親会社株主に帰属する中間純利益は177百万円（同

0.5%増）となりました。

 

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

 

a.エンターテインメント事業

　エンターテインメント事業は、主にスマートフォン向けゲームの開発・運営を行っております。

　当中間連結会計期間において、売上の多くを占めるスマートフォン向けゲームでは、「ドラゴンクエスト

ウォーク（企画・制作：株式会社スクウェア・エニックス、開発：当社）」が好調に推移し、引き続き当社グ

ループの連結業績に貢献しました。2024年８月にリリースした「フェスバ+」や、2025年１月にリリースした

「異世界∞異世界」の売上寄与があったものの、一部既存タイトルにおける配信期間の長期化に伴う売上逓減に

より、減収となりました。また、新作リリースに伴い広告宣伝費が増加いたしました。

　以上の結果、当中間連結会計期間において、売上高は12,008百万円（前年同期比2.7%減）、営業損失は167百

万円（前年同期は479百万円の営業利益）となりました。

 

b.投資育成事業

　投資育成事業は、主に国内外のIT関連・エンターテインメント企業等を対象とした投資を行っております。

　当中間連結会計期間において、主に株式会社タイミーの株式売却等による収益が発生しました。また、保有す

る営業投資有価証券の一部について減損処理を行いました。

　以上の結果、当中間連結会計期間において、売上高は2,034百万円（前年同期比467.8%増）、営業利益は1,579

百万円（前年同期は128百万円の営業損失）となりました。

 

②財政状態

（資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産は65,485百万円（前連結会計年度末比1,781百万円減）となりまし

た。これは主に、売掛金及び契約資産と営業投資有価証券が減少したことによるものであります。

　また、固定資産は10,433百万円（同2,104百万円減）となりました。これは主に、投資その他の資産が減少し

たことによるものであります。

　以上の結果、総資産は75,919百万円（同3,885百万円減）となりました。

 

（負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債は5,294百万円（同1,273百万円減）となりました。これは主に、未払

金が減少したことによるものであります。

　また、固定負債は1,684百万円（同164百万円減）となりました。これは主に、長期借入金が減少したことによ

るものであります。

　以上の結果、負債合計は6,979百万円（同1,438百万円減）となりました。
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（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産は68,940百万円（同2,447百万円減）となりました。これは主に、配当

金の支払いに伴い利益剰余金が減少したことによるものであります。

 

（２）キャッシュ・フローの状況の分析

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ2,188百万円減少し、47,265

百万円となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは2,021百万円の増加（前年同期は1,544百万

円の増加）となりました。これは主に、投資有価証券評価損益（△は益）1,449百万円及び売上債権の増減額

（△は増加）660百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは1,450百万円の減少（前年同期は2,646百万

円の減少）となりました。これは主に、定期預金の預入による支出1,039百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは2,896百万円の減少（前年同期は562百万円

の減少）となりました。これは主に、配当金の支払額2,564百万円によるものであります。

 

（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変

更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当中間連結会計期間における研究開発費の総額は、1,017百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 450,000,000

計 450,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年３月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2025年５月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 130,230,769 130,230,769
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数は100株であります。

計 130,230,769 130,230,769 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2025年１月17日

（注）
86,129 130,230,769 20 6,656 20 6,652

（注）譲渡制限付株式報酬としての新株発行による増加であります。

　　　　発行価格　　　475円

　　　　資本組入額　　238円
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（５）【大株主の状況】

  2025年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

馬場　功淳 東京都渋谷区 61,782,785 48.10

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海一丁目８番12号 10,166,600 7.91

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区赤坂一丁目８番１号 9,166,200 7.14

THE BANK OF NEW YORK MELLON

140051

（常任代理人　株式会社みずほ銀行

決済営業部）

240 GREENWICH STREET, NEW YORK, NY

10286, U.S.A.

（東京都港区港南二丁目15番１号）

5,879,300 4.58

BANK JULIUS BAER AND CO. LTD. SG

（常任代理人 株式会社三菱UFJ銀

行）

7 ORANGE GROVE ROAD 03- 158 SINGAPORE

258355

（東京都千代田区丸の内一丁目4番５号）

3,695,300 2.88

THE BANK OF NEW YORK 133612

（常任代理人　株式会社みずほ銀行

決済営業部）

BOULEVARD ANSPACH 1, 1000 BRUSSELS,

BELGIUM

（東京都港区港南二丁目15番１号）

3,222,300 2.51

KUWAIT INVESTMENT AUTHORITY

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店　カストディ業務

部）

MINISTRIES COMPLEX ALMURQAB AREA KUWAIT

KW 13001

（東京都新宿区新宿六丁目27番30号）

1,681,400 1.31

THE HONGKONG AND SHANGHAI

BANKING CORPORATION LTD -

SINGAPORE BRANCH PRIVATE BANKING

DIVISION A/C CLIENTS

（常任代理人 香港上海銀行東京支

店 カストディ業務部）

10 MARINA BOULEVARD #48-01 MARINA BAY

FINANCIAL CENTRE SINGAPORE 018983

（東京都中央区日本橋三丁目11番１号）

1,200,000 0.93

株式会社SBI証券 東京都港区港南一丁目６番１号 950,389 0.74

JP MORGAN CHASE BANK 385781

（常任代理人 株式会社みずほ銀行

決済営業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON,

E14 5JP, UNITED KINGDOM

（東京都港区港南二丁目15番１号）

612,274 0.48

計 － 98,356,548 76.57

（注）　１．発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入してお

ります。

２．株式会社日本カストディ銀行（信託口）の所有株式のうち、1,456,000株は投資信託、82,800株は年金信託

です。

３．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式のうち、3,499,300株は投資信託、46,800株

は年金信託です。

４．2025年３月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）において、ベイリー・ギ

フォード・アンド・カンパニー（Baillie Gifford & Co）及びその共同保有者であるベイリー・ギフォー

ド・オーバーシーズ・リミテッド（Baillie Gifford Overseas Limited）が2025年２月28日現在で、以下の

株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2025年３月31日時点における実質所有株式数の

確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。
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氏名又は名称 住所
保有株式等の数

（株）
株券等保有割合

ベイリー・ギフォード・ア

ンド・カンパニー

（Baillie Gifford & Co）

カルトン・スクエア、1グリーンサ

イド・ロウ、エジンバラ　EH1　

3AN　スコットランド

9,151,600 7.03

ベイリー・ギフォード・

オーバーシーズ・リミテッ

ド（Baillie Gifford

Overseas Limited）

カルトン・スクエア、1グリーンサ

イド・ロウ、エジンバラ　EH1　

3AN　スコットランド

1,681,400 1.29

計 － 10,833,000 8.32

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ 単元株式数は100株であります。
普通株式 1,778,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 128,396,100 1,283,961 同上

単元未満株式 普通株式 55,769 － －

発行済株式総数  130,230,769 － －

総株主の議決権  － 1,283,961 －

（注）「単元未満株式」には、当社所有の自己株式４株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社コロプラ
東京都港区赤坂九丁目７番２号 1,778,900 － 1,778,900 1.37

計 － 1,778,900 － 1,778,900 1.37

（注）上記自己保有株式には、単元未満株式４株は含まれておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

(1)【中間連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 50,250 50,523

売掛金及び契約資産 4,206 3,442

営業投資有価証券 10,166 9,481

棚卸資産 ※１ 540 ※１ 555

その他 2,119 1,499

貸倒引当金 △17 △16

流動資産合計 67,267 65,485

固定資産   

有形固定資産 1,641 1,561

無形固定資産 15 32

投資その他の資産   

その他 ※２ 10,892 ※２ 8,850

貸倒引当金 △11 △11

投資その他の資産合計 10,880 8,839

固定資産合計 12,537 10,433

資産合計 79,805 75,919

負債の部   

流動負債   

未払金 2,734 1,776

未払法人税等 245 378

その他 3,588 3,138

流動負債合計 6,567 5,294

固定負債   

長期借入金 999 666

資産除去債務 759 718

その他 90 299

固定負債合計 1,849 1,684

負債合計 8,417 6,979

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,635 6,656

資本剰余金 6,373 6,394

利益剰余金 61,764 59,375

自己株式 △4,645 △4,645

株主資本合計 70,128 67,780

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 814 904

為替換算調整勘定 437 249

その他の包括利益累計額合計 1,251 1,153

非支配株主持分 7 6

純資産合計 71,387 68,940

負債純資産合計 79,805 75,919
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(2)【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  (単位：百万円)

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

売上高 12,702 14,043

売上原価 9,165 8,745

売上総利益 3,537 5,298

販売費及び一般管理費 ※ 3,184 ※ 3,884

営業利益 352 1,413

営業外収益   

受取利息 160 181

為替差益 79 289

投資有価証券売却益 226 38

投資事業組合運用益 15 50

デリバティブ運用益 17 －

雑収入 45 77

営業外収益合計 544 636

営業外費用   

支払利息 1 4

投資有価証券評価損 54 －

投資有価証券売却損 21 15

雑損失 14 4

営業外費用合計 91 24

経常利益 805 2,025

特別損失   

減損損失 29 1

投資有価証券評価損 － 1,449

特別損失合計 29 1,451

税金等調整前中間純利益 776 574

法人税等 598 398

中間純利益 177 176

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
0 △1

親会社株主に帰属する中間純利益 177 177
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【中間連結包括利益計算書】

  (単位：百万円)

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

中間純利益 177 176

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △182 90

為替換算調整勘定 27 △188

その他の包括利益合計 △155 △98

中間包括利益 22 77

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 21 79

非支配株主に係る中間包括利益 0 △1
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(3)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年３月31日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
　至　2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 776 574

減価償却費 127 132

減損損失 29 1

為替差損益（△は益） △80 △276

投資有価証券売却損益（△は益） △204 △23

投資有価証券評価損益（△は益） 54 1,449

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 206 △66

売上債権の増減額（△は増加） 845 660

棚卸資産の増減額（△は増加） △125 △46

仕入債務の増減額（△は減少） △67 △60

未払金の増減額（△は減少） △90 △883

未払消費税等の増減額（△は減少） △38 △84

前受金の増減額（△は減少） 45 △153

前払費用の増減額（△は増加） 117 384

その他 55 167

小計 1,649 1,775

利息及び配当金の受取額 168 177

利息の支払額 △1 △4

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △272 73

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,544 2,021

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,412 △1,039

有形固定資産の取得による支出 △101 △39

資産除去債務の履行による支出 － △42

無形固定資産の取得による支出 △5 △22

投資有価証券の取得による支出 △2,941 △775

投資有価証券の売却による収入 1,736 425

関係会社出資金の払戻による収入 － 43

その他 76 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,646 △1,450

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 2,000 －

長期借入金の返済による支出 － △333

配当金の支払額 △2,565 △2,564

その他 2 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △562 △2,896

現金及び現金同等物に係る換算差額 159 136

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,505 △2,188

現金及び現金同等物の期首残高 58,167 49,454

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 184 －

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 56,845 ※ 47,265
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年

改正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第

20-３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第28号　2022年10月28日。以下、「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める

経過的な取扱いに従っております。なお、中間連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度について

は遡及適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、前中間連結会計期間の中間連結

財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（中間連結貸借対照表関係）

※１　棚卸資産の内訳は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2024年９月30日）
当中間連結会計期間
（2025年３月31日）

商品 35百万円 14百万円

仕掛品 498百万円 533百万円

貯蔵品 6百万円 7百万円

 

※２　担保等に供している資産

　資金決済に関する法律に基づき、次のとおり供託しております。

 
前連結会計年度

（2024年９月30日）
当中間連結会計期間
（2025年３月31日）

投資その他の資産 473百万円 473百万円

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費の主なもののうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2023年10月１日

　　至　2024年３月31日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日

　　至　2025年３月31日）

給料手当 707百万円 648百万円

広告宣伝費 741百万円 1,370百万円

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

現金及び預金勘定 56,840百万円 50,523百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －百万円 △3,282百万円

預け金（流動資産「その他」） 5百万円 25百万円

現金及び現金同等物 56,845百万円 47,265百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年10月１日　至2024年３月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年12月22日

定時株主総会 普通株式 2,565 20.00 2023年９月30日 2023年12月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年10月１日　至2025年３月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年12月20日

定時株主総会 普通株式 2,567 20.00 2024年9月30日 2024年12月24日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（ 自 2023年10月１日 至 2024年３月31日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 

エンター
テインメント

事業
投資育成事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 12,344 358 12,702 － 12,702

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 12,344 358 12,702 － 12,702

セグメント利益又は損失(△) 479 △128 351 1 352

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（ 自 2024年10月１日 至 2025年３月31日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 

エンター
テインメント

事業
投資育成事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 12,008 2,034 14,043 － 14,043

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 12,008 2,034 14,043 － 14,043

セグメント利益又は損失(△) △167 1,579 1,412 1 1,413

（注）１．セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失(△)は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

　　前中間連結会計期間（自　2023年10月１日　至　2024年３月31日）

   （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 
エンターテインメント

事業
投資育成事業

ユーザーからの課金による収入 5,018 － 5,018

レベニューシェアによる収入 4,653 － 4,653

その他（注）１ 2,672 29 2,702

顧客との契約から生じる収益 12,344 29 12,374

その他の収益（注）２ － 328 328

外部顧客への売上高 12,344 358 12,702

（注）１．その他は、請負契約に係る受注制作のソフトウェア開発による収入等であります。

　　　２．その他の収益は、主として企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」に基づく投資事業有限責任組合

及びそれに類する組合への出資に係る収益であります。

 

　　当中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

   （単位：百万円）

 報告セグメント
合計

 
エンターテインメント

事業
投資育成事業

ユーザーからの課金による収入 4,468 － 4,468

レベニューシェアによる収入 4,900 － 4,900

その他（注）１ 2,338 48 2,387

顧客との契約から生じる収益 11,707 48 11,755

その他の収益（注）２ 301 1,986 2,287

外部顧客への売上高 12,008 2,034 14,043

（注）１．その他は、請負契約に係る受注制作のソフトウェア開発による収入等であります。

　　　２．エンターテインメント事業におけるその他の収益は、主としてブロックチェーンゲームに係る収益でありま

す。資金決済に関する法律(2009年法律第59条)における定義を満たす暗号資産に係る取引であり、企業会計基

準第29号「収益認識に関する会計基準」第３項(７)に該当するため、「顧客との契約から生じる収益」には含

めておりません。「収益認識に関する会計基準」に準じて、ユーザーからの課金及び暗号資産の売却等

（Initial Exchange Offering（IEO）による調達資金を含む。）による対価を前受金に計上し、ゲーム内にお

ける暗号資産の利用等に応じて順次収益に振り替えております。

　　　　　投資育成事業におけるその他の収益は、主として企業会計基準第10号「金融商品に関する会計基準」に基づく

投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資に係る収益であり、「収益認識に関する会計基準」第３

項(１)に該当するため、「顧客との契約から生じる収益」には含めておりません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間

（自　2023年10月１日
至　2024年３月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年10月１日
至　2025年３月31日）

　１株当たり中間純利益 １円38銭 １円39銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益

（百万円）
177 177

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純

利益（百万円）
177 177

普通株式の期中平均株式数（株） 128,321,127 128,408,859

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

          2025年５月12日

株式会社コロプラ

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　トーマツ

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 広　瀬　　勉

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 淡　島　國　和

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　井　秀　樹

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コロプ

ラの2024年10月１日から2025年９月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３月31日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社コロプラ及び連結子会社の2025年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務

諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成

及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認めら

れないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

 

以　上

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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